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自己紹介

fukushima@kfa.co.jp
https://www.kfa.co.jp

福島 秀哉 博士（工学）／技術士（建設部門）

専門：土木デザイン／景観工学／都市・地域デザイン／まちづくり
1981年生まれ。岩手県盛岡市出身。
2006. 3 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 修士課程 修了
2006. 4 - 2010. 3 小野寺康都市設計事務所
2010. 3 - 2012. 1 （独）土木研究所寒地土木研究所
2012. 4 – 2022. 3 東京大学大学院工学系研究科 景観研究室 助教
2020. 3 – 株式会社 上條・福島都市設計事務所（2022.4ー共同主宰）
2024. 4 – 九州大学大学院比較社会文化研究院 学術研究者

公共空間デザイン
（小野寺康都市設計事務所）

行政支援／学術研究
（寒地土木研究所）

東日本大震災復興支援／地域戦略立案／学術研究／教育
（東京大学大学院）

地域戦略立案／公共空間デザイン／学術研究
（上條・福島都市設計事務所／九州大学大学院）

岩手県 東日本大震災復興事業 愛媛県 中心市街地再生北海道 行政支援群馬県 道路再整備

土木学会デザイン賞奨励賞

主な著書
• 『ムラナカの公共デザイン』

（東京大学出版会2024）
• 『コミュニティのかたちと復興区画整理』

（鹿島出版会2023）
• 『土木デザイン』

（学芸出版2022）
• 『まちを再生する公共デザイン』

（学芸出版2019）他
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全国で地域デザインの実践に取り組み、土木、都市、ランドスケープなどのデザイン
を通して、地域の歴史や生活文化に根ざした新しい時代の都市やまちの姿を提案。
（2020年3月設立 https://www.kfa.co.jp）

提供：橋本尚樹建築設計事務所

盛岡市（岩手県） 女川町（宮城県）

双葉町（福島県）

久御山町（京都府）
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提供：橋本尚樹建築設計事務所

盛岡市（岩手県） 女川町（宮城県）

双葉町（福島県）

久御山町（京都府）

提供：橋本尚樹建築設計事務所

南九州市（鹿児島県）

大洲市（愛媛県）

今治市（愛媛県） 伊予市（愛媛県）

共同主宰2名／所員5名

全国でこれまで
50以上のプロジェクトに参画



出典：ジェフ・スペック：ウォーカブルシティ入門 のステップでつくる歩きたくなるまちなか10 4

歩きたくなる都市づくりをしない都市圏は、おそらく経済発展の機会を失うことになるだ
ろう。クリエイティブクラスは、生活環境において多様な選択肢がある都市圏に引き寄せ
られるだろう。（Leinberger）

これまでの常識では、経済を強化することがまず行うべきことであり、人口増加や生活の
質の向上はその後で起こると考えられていた。しかし今ではその逆で、生活の質を高める
ことが、新しい住民や仕事を呼び込むための最初のステップと考えられるようになった。

ウォーカブルシティ：
現在の延長線上の都市の改善ではなく、ライフスタイルとまちを変えていく取組み

→デザイン（意匠や化粧という狭義）の話だけではない
→一方（広義の）“デザイン”はライフスタイルを変える人の認識や行動変容に影響



現代のまちづくりにおけるビジョンと戦略性の需要の高まり

出典：神戸市都心三宮デザイン調整会議「神戸三宮「えきまち空間」・税関線 景観デザインコード」（2022.6）
沼津市「沼津市中心市街地まちづくり戦略」（2020.3）、「沼津市公共空間再編整備計画」「沼津市都市空間デザインガイドライン」（2022.6）
前橋市「前橋市アーバンデザイン」（2019.9）

公共事業・公民連携を伴うまちづくりで、地域のビジョンやデザイン戦略の策定事例が増加

神戸市
（149.8万人）

前橋市
（33.0万人）

沼津市
（18.8万人）



（共創的なプロセスによる）まちづくり構想／デザイン戦略業務の増加
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今 イン（ ）2025.7今 イ （ ）2025ン 025.12）

• 盛岡市中心市街地デザイン戦略（ 2024-現在 、盛岡市）
• 双葉町駅東地区まちづくり構想（ 2024-現在、双葉町 ）
• 今治市蒼社川下流域将来像検討（ 2023-2024 、愛媛県）
• JR伊予市駅周辺デザイン（2022-現在、伊予市）
• 今治市中心市街地まちづくり計画（2022-現在、今治市）
• 隠岐の島町西郷港周辺地区デザイン（2021-、隠岐の島町）
• 肱川かわまちづくり（2020-現在、国土交通省大洲河川国道事務所） …

双葉駅東地区まちづくり基本構想（2025.3）
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行政相談

【自治体】 【地域】

地域の
プレイヤー

まちづくり
プレイヤーへの
ヒアリング

まちづくり取組み
地域資源
活動拡充への課題

地域のビジョン
（デザインノート）

地域のビジョンとデザイン戦略の立て方

庁内協議
議会説明

WS
市民委員

ビジョンの共有
デザイン戦略立案

ビジョンの共有
取組みの連携

• まちづくり基本計画
• 計画反映・事業化・予算化

（e.g.都市再生整備計画）
• 事業間連携（県・国・民間）
…

• 公民連携
• エリアプラットフォーム
• エリアマネジメント組織
• 社会実験
…

民間事業者・地域住民との連携ビジョンに基づくインフラ整備

・施策（首長）
・地域課題
・事業予定など

どうしたら
いい？

行政不満
連携不足



今治中心市街地デザイン戦略（愛媛県今治市）
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今治駅
今治市役所

広小路
今治港
はーばりー

今治城

今治商店街 新町商店街

寺町

蒼社川

今治市中心市街地

◯事業規模／約140ha ◯所在地／愛媛県今治市 ◯竣工年／―
◯事業者／今治市
◯設計者／〈統括・計画〉パスコ（2022-2024年度）上條・福島都市設計事
務所（2025年度）〈構想・計画〉上條・福島都市設計事務所〈公共施設計
画〉都市設計連合〈空間・アクテビティ分析〉スペースシンタックスジャパ
ン〈交通計画〉モビリティデザイン工房〈エリアマネジメント〉臂徹〈社会
実験検討〉keel，GK設計

■概要
• 今治城の城下町を基盤とし、今治港と駅をつなぐ

商業地として発展した今治市中心市街地の再生に
向けたプロジェクト。

• 地域資源や地域活動をベースとしたビジョンづく
りとその事業化・デザイン検討を担当。 住民参画と公共施策を橋渡しする地域ビジョンの策定



今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

撮影 北村徹 9



今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

10撮影 北村徹
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今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

人通りの少なくなった
商店街
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今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

かつてデパートが立地
していたまちの中心が
芝生広場に
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今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

今治港と市役所をつなぐ
広小路の交通量も減少
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今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

ロータリーと駐車場が
広がる今治駅前広場



今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）
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撮影 北村徹

撮影 北村徹

丹下健三氏設計の今治
市役所、市民会館、公
会堂
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今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

みなと再生の一環で整備
された「はーばりー」



都市・地域デザインの実践 今治市中心市街地グランドデザイン（まちづくり基本計画）

出典：今治市中心市街地グランドデザイン（ ）2025.7 17

まちづくりのプレー
ヤーと地域の将来像に
ついて議論するところ
からスタート



今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

出典：今治市中心市街地デザインブック 18

まちづくりのプレー
ヤーと地域の将来像に
ついて議論するところ
からスタート



みなとマルシェ
月2回
100店舗1万人目標

シビックゾーンの
再整備の検討

中心市街地将来ビジョン（2023.3）

■見える化するデザイン

議論の成果をまちづく
り構想として可視化



都市・地域デザインの実践 今治市中心市街地グランドデザイン（まちづくり基本計画）

出典：今治市中心市街地グランドデザイン（ ）2025.7 20

まちづくり構想の実現
に向けた多様な観点か
ら議論を重ねる



イベント時のにぎわいを日常に広げる
出典 みなとマルシェ＋こどもが真ん中フェスタ（ ）2023 21

今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）



「今治市中心市街地
デザイン会議」を設
立（2023年度）

2025年度「今治市
中心市街地グランド
デザイン」策定

今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）



市民の活動組織の設立に向けた検討

第１回 第２回・港などのイベント時の賑わいを波及させる
ための商店街、広小路等の活用に関する
意見交換

・全国でエリアプラットフォームの立ち上げを支援
している弘前大学北原啓司特任教授を招聘

・エリアプラットフォームの設立に向けた意見交換
7/18 実施

（@今治ホホホ座）
9/18 実施

（@クロダ）

まち歩きの様子 美保町の様子

美保町～
北浜エリア

エリア別の対話

まち歩きの様子ヒアリングの様子

今治城周辺エリア
（通町・恵美須町等）

エリアマネジメントへの機運醸成に向けて深堀が必要な地域を対象に、エリアに詳しい方やプレイヤーに
対してエリアの特徴等をヒアリングし、まち歩きにより現地の様子を把握

都市基盤整備を契機とするエリアマネジメントの実現に向けた地域との協働

今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）



出典：「今治市中心市街地グランドデザイン（まちづくり基本計画）」（2025.7）

今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）



出典：「今治市中心市街地グランドデザイン（まちづくり基本計画）」（2025.7）

今治市中心市街地デザイン戦略（今治市）

■見える化するデザイン
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歴史的文脈の継承
• かつて丹下健三が構想した、都市空間と一体となって市庁舎と港をつなぐ市民広場の思想を、緑
豊かな環境軸によって新たなかたちで実現する

• 戦災復興計画で拡幅された20間（約36m）の幅員を、新たな都市機能（防災・環境等）の実現に
活かす

• 市民の寄附で植樹されたクスノキを残し、市民の憩う居場所をつくる
防災・環境的な効果の発揮

• 中心市街地は内水氾濫での浸水被害が想定される
• 広小路への雨庭などグリーンインフラの大規模導入による表面排水の浸透により、環境負荷・下
水道負担軽減の可能性がある

戦災復興都市計画後の様子

出典：今治市中心市街地グランドデザイン（ ）2025.7

ウォーカブルに向けた整備計画（広小路）
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【D】中央緑道案における計画平面図

■気持ちがあがるデザイン
出典：今治市中心市街地グランドデザイン（ ）2025.7

ウォーカブルに向けた整備計画（広小路）

街路自体が都市環境と
して価値をもつような
計画を提案



都市・地域デザインの実践 今治市中心市街地グランドデザイン（まちづくり基本計画）

出典：今治市中心市街地グランドデザイン（ ）2025.7 28

グランドデザインをよ
り多くの市民が自分事
とできるような取組み





30■関わりしろを生むデザイン

まちの将来像と自分の人生を重ねていく市民フォーラム

グランドデザインをよ
り多くの市民が自分事
とできるような取組み
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道路・街路設計

利用者

？

街路ネットワーク／道路構造

道路・街路設計

街路ネットワーク／道路構造

美装化／高質化

まちが変わる≒
経済活動・民間投資

ライフスタイルの変化
人の動きの変化

都市デザイン戦略
まちづくり構想

見える化する
デザイン

行動を変える
デザイン

気持ちがあがる
デザイン

関わりしろを
生むデザイン

■交通事業でのデザイン

オールド

■ウォーカブルのデザイン（私案）

ニュー

戦略／統合

• 空間を分離する
• 車両をスムーズに
• 人は限られた空間を歩く
• デザイン＝美装化・高質化

• 空間を混ぜる
• 歩行をスムーズに
• 車両が人に遠慮し

て走る
• デザイン＝まちが

変わるための戦略
策定＋多様な要素
の統合

交通課題の解決

都市課題の解決

デザイン

デザイン

都市

活動

都市

活動

まち全体への
影響をあまり
想像できてない

目的

目的

統合する
デザイン力



出典：小野寺康都市設計事務所 神門通り 32

人が自由に
歩ける消費活動

民間投資

車が遠慮して
走る道路

石畳は
事業費高い

ドライバーから
クレーム？

ウォーカブルの先進事例を見ても、マインドセット（考え方）が更新されてないと。。

美装化したって
人がくるわけない
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■見える化するデザイン
思いの見える化／空間的可能性の可視化／関係性の見える化／地域の現状の把握
→見える化することでプロセスの中で将来像が循環し、多様な意見にもまれたものになる
⇔×意味不明デザイン：色んなモノ、コトとの関係性が見えづらい

■気持ちがあがるデザイン
大変なまちづくりを推進するため、頑張る人のモチベーションをあげるデザイン、
→自分の今や暮らしと地続きだけど、魅力的な将来像、民間投資への影響
⇔×言い訳デザイン：個々の理屈はわかるけど結果魅力的ではない

■行動を変えるデザイン
e.g.街路デザイン（大事なのは舗装の㎡単価ではなく、人の移動の自由度の印象）
⇔×お化粧デザイン：デザインを行動変容の手段ではなく、趣味だと思ってる

■関わりしろを生むデザイン
e.g.空間デザイン、アフォーダンス、プロセス、エリアマネジメント
⇔×ぼっちデザイン：独りよがりで人の輪が広がっていかない

↓
スムーズに車が走れて、事故がおきなくて、クレームがこなくても人の気持ちが動
いて、行動、生活が変わって、経済活動や民間投資につながらなかったら、公共投
資が無駄に。
必要なのは短絡的な拡幅や美装化ではなく、密な対話にもとづく戦略性と実装化




